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CRISPR-Cas9システムがゲノム編集に応用されて10年が経った。
ZFN, TALENと進化していたゲノム編集にCRISPRが加わり、遺伝
学的手法に大きな変革がもたらされた。それは標的遺伝子の破壊
又は改変といった逆遺伝学的手法に留まらず、順遺伝学的手法、
つまり表現型に基づく網羅的遺伝子探索においても新手法の開発
につながり、我々はCRISPR-KOスクリーニング法を開発した。
現在では幅広い研究領域で応用されているCRISPRスクリーニン

グであるが、我々の研究室ではがん細胞と胚性幹細胞を対象とし
て研究を展開している。また、一細胞CRISPR解析を利用し、遺伝
子破壊後の経時的発現変化から遺伝子制御ネットワークを構築す
る手法を開発した。またネットワークの制御点を数理理論より同
定し、CRIPSRシステムを用いた多遺伝子制御による細胞運命の制
御にも取り組んでいる。
講演では、CRISPR-KOスクリーニング法の原理を説明するとと

もに、様々な応用例を紹介したい。
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